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報道関係各位 
2018 年 3 月 5 日 

 

建築倉庫ミュージアム、リニューアル後初の企画展 

「ル・コルビュジエ / チャンディガール展 -創造とコンテクスト-」開催 

会期：2018 年 5 月 26 日（土）～7 月 16 日（月・祝） 

 

寺⽥倉庫（東京都品川区 代表取締役:中野 善壽）が運営する建築倉庫ミュージアムは、2018 年 5 月 26 日

（土）から 7 月 16 日（月・祝）まで、企画展「ル・コルビュジエ / チャンディガール展 -創造とコンテクス

ト-」を開催します。 

 

ル・コルビュジエは近代を代表する巨匠建築家として知られています。そしてその活動は、彼が提唱した「近

代建築５原則」が示す通り、合理主義的な考えと技術革新を伴って発展していく世界のイメージに根ざし、一

つの普遍的論理が広く世界で通用するという信念に基づくと考えられてきました。 

 

しかし、ル・コルビュジエが場所の環境や風景、また風土や文化など、計画にかかわるコンテクストに多くの

注意や関心を払っていたことはあまり知られていません。特にチャンディガールをはじめとする晩年の作品群

では、こうした関心が、彼の建築・都市デザインの直接的なインスピレーションの源となって、より複雑な全

体の生成に寄与しています。 

 

今回の展覧会ではル・コルビュジエの手によるチャンディガールでの作品群を例にとり、ヨーロッパから遠く

離れたインドという異質の環境下における、ル・コルビュジエのクリエイションとその土地ならではのエレメ

ントとの関係を考察します。展示では、貴重な建築資料や模型、建築家自身の手によるオリジナルスケッチや

油彩画、リトグラフなどの美術作品に加えて、写真家ホンマタカシがチャンディガールで撮影した写真や映像

作品を紹介します。こうした多種にわたる展示によって、ル・コルビュジエがそこで見聞きし、感じ、考え、

そして表現しようとしたものを感じ取ることができると同時に、それらを通して、ル・コルビュジエ作品に宿

る、近代思想をも超えようとする精神を垣間見る機会を提供いたします。 

  

  
ル・コルビュジエ 
カピトール（キャピタル・コンプレックス）の 
全体図のスケッチ、平面図と透視図 
1951 年 7 月 24 日 
所蔵 ル・コルビュジエ財団 
 

ル・コルビュジエ 
水盤に面したファサードの透視図、人物、植栽、 
「開かれた手」付 
1952 年 3 月 4 日 
所蔵 ル・コルビュジエ財団 
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【開催概要】 

展覧会名：ル・コルビュジエ / チャンディガール展 –創造とコンテクスト- 

            Le Corbusier / Chandigarh -Creation and Context- 

会 期：2018 年 5 月 26 日（土）〜7 月 16 日（月・祝） 

会 場：建築倉庫ミュージアム（〒140-0002 東京都品川区東品川 2-6-10） 

開館時間：火〜日 11 時〜19 時（最終入館 18 時） 月曜休館（祝日の場合、翌火曜休館） 

入 場 料：一般 3,000 円、大学生/専門学校生 2,000 円、高校生以下 1,000 円 

主 催：建築倉庫ミュージアム 

監 修：加藤道夫（東京大学大学院総合文化研究科広域システム科学系教授） 

            千葉学（建築家 / 東京大学大学院工学系研究科建築学専攻教授） 

企 画：東京大学大学院工学系研究科建築学専攻千葉学研究室 

会場設計：東京大学大学院工学系研究科建築学専攻千葉学研究室 

     吉⽥昌平（建築家 / 東京大学大学院工学系研究科建築学専攻研究員） 

展覧会アドヴァイザリー：鈴木布美子 

展覧会企画協力：アート&パブリック株式会社 

協 賛：CASAMATTA/ BIBI GRAETZ、株式会社 東京スタデオ、株式会社 フレームマン 

株式会社 脇プロセス 

特別協力：大成建設株式会社 

協 力：Centre Canadien d'Architecture 、Echelle-1、Fondation Le Corbusier、GALLERY-SIGN 

TARO NASU、シファカデザイン 

 

  

 

ル・コルビュジエ 
牡牛 XVIII 
1959 年 
所蔵 大成建設株式会社 
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【展覧会の見どころ】 

アーメダバード３作品（「繊維業者会館」「サラバイ邸」「ショーダン邸」）模型の展示 

インドの地でル・コルビュジエは、様々な生き物が区別なく活動する姿とそれをとりまく豊かな環境に強い

印象を受けました。そしてそれは生命活動が自然や大地、季節、宇宙と融合し調和した世界観へと繋がり、

インド特有の彼の創造へと結実することとなりました。インドでル・コルビュジエは、チャンディガールの

他にクジャラート州アーメダバードに四つの建築を実現させました。今回チャンディガールの理解への導入

として、それらアーメダバードの作品の中から「繊維業者会館」と二つの住宅（「サラバイ邸」「ショーダ

ン邸」の模型を展示します。その模型から見て取れる、ブリーズ・ソレイユや全面回転扉といったインドの

環境への建築的回答例を通して、ル・コルビュジエがインドの地で到達した創造と世界観の境地を感じるこ

とが出来るでしょう。 

 

油彩画「牡牛 XVIII」と詩画集「二つの間に」の展示 

ル・コルビュジエは絵画を中心とした芸術作品を多く残した芸術家としても知られています。本展では油彩画

「牡牛 XVIII」（1959 年）を展示します。また最晩年に制作され、彼の創作活動を対立概念間の運動として総

括するリトグラフの詩画集「二つの間に」（1964 年）を展示し、併せて本展のために新たに翻訳されたル・コ

ルビュジエの詩文（⽥中未来訳）を紹介します。 

 

キャピトル・コンプレックスを 1/100 スケールにて再現 

チャンディガールでの計画最初期から、キャピトル・コンプレックスの建物群の配置と全体のスケール感は、

後背に広がるヒマラヤ山脈との関係性と共にル・コルビュジエが特に注意を払って検討したとされています。

今回 1/100 のスケールで新たに製作されたキャピトル・コンプレックスの三つの建物（「高等裁判所」「議事

堂」「合同庁舎」）が、実際の位置間隔と同様に展示室床に配置されます。来館者はその中を自由に歩き回り、

ル・コルビュジエが意図したキャピトル・コンプレックスの密度感や建築物同士の距離感を体感することがで

きます。 

 

ホンマタカシによる写真と映像作品 

写真家ホンマタカシがインドに足を運び撮影した「チャンディガール」シリーズより、初公開作品を含む写真

と映像作品を展示します。本作はチャンディガールを通り抜ける風や匂い、空間へ差し込む光を念頭において

構成されています。それはまさしくル・コルビュジエが注目した、建築とそれを取り囲む気候との関係を写し

とろうとするものです。本作によって、模型だけでは伝えきれないチャンディガールという都市のリアリティ

を補います。 

   

 

Takashi Homma 
High Court 1  
2013 
Lambda print 
© Takashi Homma Courtesy 
of TARO NASU 
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【展覧会の構成】 

１．チャンディガール計画概要とル・コルビュジエの訪印年表 

インド独立から 4 年後の 1951 年、63 歳にして初めてインドの地を踏んだル・コルビュジエは、以後 13 余

年の間に 23 回にわたってインドを訪れました。インド滞在中に作成された図面には、訪印の度に異なったス

タンプが作成され押されました。このセクションでは、チャンディガール計画の概要と合わせて、そのスタン

プの一覧を紹介します。 

 

２．造形の源 

絵画を中心として多くの芸術作品を残したル・コルビュジエにとって、「牡牛」は力強さや男性性などを強調

する重要なモチーフでした。また度々訪れたインドでは、水牛が神聖なものと扱われていることを知って、好

んでスケッチや素描に描きました。そして、それらのモチーフは実際に建築における造形にも度々取り上げら

れています。例えば牡牛の角の形状は、「議事堂」のポルティコ上部の巨大な雨樋を兼ねた屋根や、ホール頂

部の屋根などで表現され、また油彩画「牡牛 XVIII」と合わせて展示するリトグラフの詩画集「二つの間に」

の最終葉には、牛の角が「総督公邸」に変身することを暗示するスケッチが見てとれます。 

 

３．誕生のイメージ 

ここでは、チャンディガール計画の当初案誕生にまつわるスケッチ群を展示します。彼は、1951 年 2 月 26

－8 日付の手紙で、チャンディガール計画の完成を妻イヴォンヌに伝えました。添えられたスケッチには、ヒ

マラヤを背景にした新首都のイメージ、鳥や牛などの動物に加えて、赤子を抱く女性が描かれています。この

生命の誕生を暗示するイメージは、3 月 3 日付のアルバム・ニヴォラのスケッチでも単独で反復されました。

3 月 1 日にアルバム・パンジャブに描かれたスケッチは、当初の首都全体の平面計画を示しています。同日、

「7：7 の首都計画創案の区切りに」と題したデッサンでは、1950 年 10 月から描かれ始めた生成のイメージ

（倒立した両性具有のユニコーンの下での男性と女性の結合）が召喚されました。それは、後に錬金術と関連

付けられ、『直角の詩』（1955 刊行）に組み込まれました。 

 

４．軸線 

彼にとって軸線とは、平面図上の幾何学的図式ではなく、直立した人間が水平に見る視線に裏打ちされたもの

でした。彼は、その例証として形成期の東方旅行で訪れたアテネのアクロポリスを挙げ、ピレウス（海）から

ペンテリコン(山)へと延びる軸線、さらにはこの軸線（視線）とピレウス側で直交するかなたの地平線と関連

付けて説明しています。周囲の地勢と結び付けられた軸線のイメージは、チャンディガールにおける新首都計

画でも反復されました。シヴァリク山地を介してヒマラヤを背景とするキャピトルの全景スケッチはこの地で

の軸線を視覚化しています。M.T.ハリスへの手紙に添えられたスケッチは、チャンディガールの全体計画に託

された軸線を直截に表現しています。 
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５．スケールの総体的効果 

キャピトル・コンプレックスにおいていかにその象徴性を表現するかが、チャンディガールでの課題の一つで

した。そこでル・コルビュジエは、シヴァリク山地を介して北東方向のヒマラヤを背景とする大スケールの軸

線（視線）を意識しつつ、主要建物をこれに直交する第 2 の軸線上に離して配置し、その間に掘出土による丘

を設けるだけでなく、水盤の設置による反射効果を導入するなどの多様なスケールでの工夫を凝らし、見渡し

た時にさまざまな視覚的衝撃を与えるように全体を構成しました。その結果、敷地全体が長大化し内部での物

理的なコミュニケーションの容易性が損なわれました。しかしながら、そのル・コルビュジエの姿勢からは注

意深く敷地を観察し、その場所の最大かつ無二の特徴を活かそうとした意図が強く感じられます。 

 

６．気候への適応 

気候への適応は、ル・コルビュジエがインドにおいて挑んだ探究の中でも、とりわけ重要なテーマでした。特

に 3 月から 5 月の猛暑（気温 40 度程度）に加えて、6 月から 10 月の湿気や 11 月から 2 月の寒さといった

変化に富んだインドの難しい気象条件下で、近代建築の効力を示すというのが意図でした。こうして、インド

以前より取り組んでいた日照問題の他、室内の換気、湿度の制御、雨からの保護といった問題がインドでの計

画における重要な要素となったのでした。今回展示するスケッチに描かれているのは、気候への適応のために

スタディされた建築的手法で、チャンディガールの気候のもとでも快適な屋内空間が得られるように形態及び

建材の両面から住宅案が探究されていることが見てとれるでしょう。 

 

７．現在も生きる都市、人々の喧騒と風土、流れる時間 

写真家ホンマタカシは 2013 年にインドに足を運び、「チャンディガール」シリーズの撮影を行いました。写

真作品はチャンディガールを通り抜ける風や匂い、空間へ差し込む光を念頭において構成されています。チャ

ンディガールという計画都市全体がある意味一つの構造物であり、それぞれの建築が都市に包み込まれている、

そのスケール感がさりげなく示されています。映像作品ではそこに暮らす人々の生活やそこに流れる時間が切

り取られ、チャンディガールが現在も生き続ける都市であることを実感することができます。本シリーズはホ

ンマが近年関心を持ち続ける「都市と建築」という一貫したテーマの中で制作されました。 

 

 

【建築倉庫ミュージアムについて】 https://archi-depot.com 

建築倉庫ミュージアムは東京・天王洲にある建築模型に特化した国内唯一の展示施設。建築模型を広く一般に

公開する『ミュージアム』であるだけでなく、模型専門の『保存』機能をもつ、新しいかたちのミュージアム

です。2017 年末からの一時休館を経て、本展覧会がリニューアル後初の企画展となります。 

 

 

 

 

 

https://archi-depot.com/
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【寺田倉庫について】 

社    名：寺⽥倉庫（Warehouse TERRADA） 

事業内容：保存保管業及び関連事業 

代 表 者：代表取締役 中野 善壽 

所 在 地：〒140-0002 東京都品川区東品川 2-6-10 

設    立：1950 年 10 月 

U  R  L：http://www.terrada.co.jp/ja/ 

 

【本展覧会及び建築倉庫ミュージアムに関するお問い合わせ先】 

建築倉庫ミュージアム（担当：入江） TEL:  03-5769-2133 ／ E-MAIL： info@archi-depot.com 

 

【報道関係者お問い合わせ先】 

寺⽥倉庫 広報グループ  TEL： 03-5479-1651 ／ E-MAIL： pr@terrada.co.jp 

http://www.terrada.co.jp/ja/
mailto:archi-depot@terrada.co.jp
mailto:pr@terrada.co.jp

